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ふるさと甲子園当日スタッフ 

椎葉村スタッフ（６名） 

椎葉村長        椎葉 晃充 

地域振興課課長    甲斐 万寿也 

地域振興課主幹    椎葉 豊 

地域振興課副主幹  椎葉 竜也 

地域おこし協力隊    天野 朋美 

地域おこし協力隊    小宮山 剛 

 

村外のスタッフ（３名） 

LocalLabShiiba関係者  起田 千晶さん※１ 

跡見学園女子大学  塚原さん ※２ 

跡見学園女子大学  桑原さん ※２ 

 

備考： 

※１LocalLabShiiba関係者 起田千晶さんとの繋がりについて 

H30年度から天野が実施している関係人口創出事業がきっかけで、何度も椎葉村に来村し、椎葉村のファンに

なってくれている。天野が現地スタッフのお願いをしたところ、快く引き受けてくれた。 

椎葉村が好きで、椎葉村のためになにかしたいと熱い思いを持ってくれている若者が増えてきている。 

 

※２跡見学園女子大学生について 

ふるさと甲子園事務局側から跡見学園女子大学生２名を椎葉村専属スタッフとし

て配置してもらった。物静かな２名と少しずつ仲良くなり、受賞の際は一緒に喜んで

くれた。事務局側ということもあり、初出場の本村にとってはノウハウを持っているスタッ

フは大変ありがたかった。 

 

 

当日は内閣総理大臣補佐官 江藤 拓様から 

激励の言葉をいただきました！ 
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グルメ・お土産部門で第一位を獲得！ 
 

東急百貨店のバイヤーが会場内

を見回り、「これぞ、世界に広めた

い！」と思った逸品を選び、表彰す

るもの。9月１７日の宮日新聞に

も掲載された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

１位の賞品 
・東急百貨店との販売交渉権 獲得 

・第五回ふるさと甲子園のロゴ 贈呈 
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販売実績 
 

椎葉村ブースで商品を購入したお客様の数 

１部：67 名／２部：83 名  → 合計 150 名 
 

販売実績 

売上総額 → 89,000 円 

 

 

 

 

 

 

 販売個数 販売単価 売上金額 販売手数料 

蕎麦の実フロランタ

ン 
39  200  7,800  2,340  

ねむらせ豆腐 43  400  17,200  5,160  

乾燥しいたけ 10  800  8,000  2,400  

椎葉の秘蜜 

61  600  36,600  10,980  

10  2,000  16,000  4,800  

1  3,400  3,400  1,020  

     

椎葉の秘蜜   56,000  16,800  

 

 

※1枚 200円のチケット制の販売であったため、切り上げ、切り捨てで単価を設定。 

 販売手数料３０％については役場が負担した。 
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ふるさと甲子園に出場した市町村一覧 1-1 
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ふるさと甲子園に出場した市町村一覧 1-２ 

 

▼横断幕も作成。前日に椎葉中学校に行く機会があったため、寄せ書きをしてもらった。 

後日、一位獲得の報告をすると中学生から歓声があがりました！ 
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◀集客の仕掛けとしてじゃんけんをして勝ったらキャビア試

食のイベントも実施！好評でした！ 
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販売戦略について 

 

ふるさと甲子園はチケット制であり、販売戦略に大変苦労した。来場者は、１枚 200円のチケット、3,000円

分（15枚）を入場時に持っており、追加でチケットを購入する場合は、満員電車の中を移動するような人混

みの中、入り口付近まで戻って購入する必要があった。 

通常販売している「椎葉の秘蜜」の販売価格は 3,300円であり、１つ購入するにあたって、追加チケットを購

入しなければ買えない状況であった。 

 

【対策】 

• 通常は 250 ㌘ 3300 円であるが、ふるさと甲子園用として特別に 150 ㌘ 1980 円、50 ㌘ 660 円の瓶を用

意。 

• ふるさと甲子園スタッフで詰め替え作業を実施。 

• 巣蜜を持参し、天然の蜂蜜であることの PR を実施。 

 

【実態】 

• チケット制特有の心理が働いており、一人あたり１市町村で１品しか購入しない傾向が強かった 

• 「もっと欲しいものがこの先にあるかもしれない」という心理も見て取れ、少し高い商品について購入に慎重にな

っている傾向も見られた 

• 660 円の商品は大変人気で、終了２時間前くらいには売り切れの状態となった。 

• 延岡で３種類の蜂蜜を販売した時には 150 ㌘、250 ㌘を複数個購入していく人もいたが、ふるさと甲子園

において、１商品を複数個購入する人はほとんどいなかった。 
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ふるさと甲子園全体の報告 

 

入場者数 

• 過去最高の 3062 名 

• ※フジ TV、日経新聞の取材など、25 倍体が当日取材した 

• 一般来場者の平均年齢 25.7 歳 

• 男女比 女性86％男性 14％ 

結果 
 

■「行きたいまち NO.1」 

グランプリ：佐賀県唐津市 

準グランプリ：静岡県河津町 

3位：長野県千曲市 

4位：千葉県茂原市 

5位：愛知県岡崎市 

6位：岐阜県飛騨市 

7位：千葉県いすみ市 

8位：福島県会津若松市 

9位：千葉県柏市 

10位：千葉県勝浦市 

 
  
 

■世界に誇る逸品大賞 

◇ごはん・パン・麺類部門 

1位：愛知県岡崎市「おかざきカレーパン」 

2位：佐賀県唐津市「佐賀牛カレー&佐賀県産和牛カレー」 

3位：岐阜県飛騨市「飛騨牛コンビーフ丼」 

 
  
 

◇惣菜・おつまみ・その他部門 

1位：千葉県茂原市「葱ッペ餃子」 

2位：北海道小樽市「小樽産焼ほたて串」 
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3位：新潟県十日町市「妻有ポークのしゃぶしゃぶ」 

 
  
 

◇デザート・ドリンク部門 

1位：岡山県赤磐市「赤磐の宝石（シャインマスカット）」 

2位：長野県千曲市「あんずヨーグルトスムージー」 

3位：岡山県玉野市「紫いもアイス」 

 
  
 

◇お土産部門 

1位：宮崎県椎葉村「椎葉の秘蜜（はちみつ）」 
 
  
 

■エンタメ・おもてなし賞 

1位：愛知県岡崎市 

2位：佐賀県唐津市 

3位：岐阜県飛騨市 

 
  
 

■ふるさと PR賞 

1位：徳島県鳴門市 

2位：千葉県柏市 

3位：福島県会津若松市 

 
  
 

■ロケツーリズム賞 

1位：北海道上富良野町 

2位：長野県千曲市 

2位：岐阜県飛騨市 
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最後に 
 

今回、年度当初には計画していなかった、ふるさと甲子園出

場決定を受けて、椎葉村の何が本大会とマッチするのか、天

野を中心とした協力隊で協議し、「みやぞんのルルチャレ～伝

説のローヤルゼリー編～」でロケ実績があった「椎葉の秘蜜」

を前面に押し出した戦略を企画提案いたしました。 

 

はちみつの PRのために、日本ミツバチの生態について、尾川

亀次さん、椎葉勇さんをはじめ、村内のみなさまに勉強させて

いただき、知れば知るほど魅力的な「椎葉の秘蜜」の虜になり

ました。ご協力いただいた皆様方に、この場をお借りして、改

めてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

本村が誇る広大な自然があってこその、蜂蜜の奥深い味わ

い。“椎葉村だからこそ“、”OnlyOneな一品“という言葉が一

番マッチする商品だと確信をもっています。この蜂蜜のすばらし

さは、初めて口にする人に「おぉ～」と言わしめる程！試食の

際にはたくさんの方を笑顔にしていました。 

 

協力隊３年目を迎えている今、天野は合同会社 UIキャストを設立いたしました。椎葉村での自立的な経営を

目指す上で、「椎葉の秘蜜」の可能性を大きく感じております。卒業１年目に着手できない可能性もありますが、

より確立された「椎葉の秘蜜」のブランディングをやってみたい！と強く思っております。 

 

椎葉の秘蜜には、代々この土地を愛してきた椎葉村の皆様の暮らしが詰まっていると感じます。今後も椎葉村の

PRに積極的に取り組んで参りますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 
 

2019-10-18  

椎葉村地域おこし協力隊 天野 朋美 

 
 
 
 

 


